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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成27年11月12日(2015.11.12)

【公開番号】特開2015-175516(P2015-175516A)
【公開日】平成27年10月5日(2015.10.5)
【年通号数】公開・登録公報2015-062
【出願番号】特願2014-55062(P2014-55062)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｆ  15/30     (2006.01)
   Ｆ０２Ｂ  77/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｆ  15/31     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ   3/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｆ   15/30     　　　Ｕ
   Ｆ０２Ｂ   77/00     　　　Ｋ
   Ｆ１６Ｆ   15/31     　　　Ａ
   Ｆ１６Ｃ    3/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月13日(2015.8.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クランク軸に固定される本体部と、
　前記本体部に着脱可能に固定される分割部材と、を備えるはずみ車であって、
　前記分割部材が前記本体部に固定された状態で、前記本体部の一面および前記分割部材
の一面がエンジン本体と対向するエンジン本体側表面として形成されるはずみ車。
【請求項２】
　エンジン本体と中間軸との間において、クランク軸に固定される本体部と、
　前記本体部に着脱可能に固定される分割部材と、を備えるはずみ車であって、
　前記分割部材が前記本体部から取り外された状態で、前記中間軸の端部が前記本体部の
径方向外側へ移動可能に形成されるはずみ車。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のはずみ車と、
　前記本体部が設置されるクランク軸と、
　前記エンジン本体と、
を備えるエンジン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によるはずみ車は、クランク軸に固定される本体部と、前記本体部に着脱可能に
固定される分割部材と、を備えるはずみ車であって、前記分割部材が前記本体部に固定さ
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れた状態で、前記本体部の一面および前記分割部材の一面がエンジン本体と対向するエン
ジン本体側表面として形成される。
　この構成によれば、はずみ車の本体部から分割部材を取り外すことにより、分割部材が
固定されていた部分に空間を形成することができ、その空間を作業スペースとして、はず
み車の周辺に配置された部品や、はずみ車とエンジン本体との間に配置された部品を容易
に取り扱うことができる。
　なお、前記分割部材は、前記回転軸に対して垂直方向に、前記本体部に着脱されてもよ
い。この構成によれば、分割部材の着脱の際、回転軸方向に分割部材を移動させなくても
よいため、分割部材の着脱のためにエンジンの軸方向の長さを増加させる必要がない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明によるはずみ車は、エンジン本体と中間軸との間において、クランク軸に固定さ
れる本体部と、前記本体部に着脱可能に固定される分割部材と、を備えるはずみ車であっ
て、前記分割部材が前記本体部から取り外された状態で、前記中間軸の端部が前記本体部
の径方向外側へ移動可能に形成される。
　この構成によれば、本体部から分割部材を取り外すことにより、クランク軸から中間軸
を径方向外側へ脱着することができる。中間軸がクランク軸に着脱されるときに中間軸が
通過する領域に分割部材を固定することで、分割部材分の重量をはずみ車に追加すること
ができ、はずみ車の厚さや直径を増加させることなく、はずみ車の慣性モーメントを増加
させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明によるエンジンは、前記はずみ車と、前記本体部が設置されるクランク軸と、前
記エンジン本体と、を備える。
　この構成によれば、本体部から分割部材を取り外すことにより、分割部材が固定されて
いた部分に空間を形成することができ、その空間を作業スペースとして、クランク軸の周
辺に配置された部品を容易に取り扱うことができる。
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